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　髄腔外転移を認めたanaplastic ependymomaの一例
A case of anaplastic ependymoma with extracranical recurrence
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【背景】退形成性上衣腫は15歳未満での原発性脳腫瘍の6.6%を占める。上衣腫の髄腔外転移に

関しては、非常に稀であり症例報告がいくつかあるのみである。今回、我々は前頭葉退形成性

上衣腫の髄腔外転移症例について文献的考察を踏まえて検討する。

 【症例】7歳男児。頭痛と嘔吐を主訴に左前頭葉に最大径80mmの嚢胞性の腫瘍病変を指摘さ

れ、翌月に腫瘍摘出術を施行した。病理診断はanaplastic ependymoma , RELA-fusion type

であった。初回術後3ヶ月で局所再発したため再度腫瘍摘出術を施行し、術後放射線療法を行

った（拡大局所 54Gy）。2年3ヶ月で摘出部位の再発所見と対側の皮下腫瘤を認めたため、3度

目の腫瘍摘出術および皮下腫瘤切除術を行った。病理学的に皮下腫瘤も上衣腫であり、頭蓋外

転移と診断した。2年5ヶ月には右頚部皮下と右後頭部皮下の腫瘤に対して頚部郭清術、初回術

後2年10ヶ月に右耳下腺浅葉摘出術を施行した。2年11ヶ月に右頭部皮下腫瘤の摘出を施行し、

現在化学療法を検討中である。

 【考察】退形成性上衣腫の頭蓋外転移については、これまでに17例が報告されており

（脊髄、頭皮下、肺、骨、頚部リンパ節等）、このうち7例で頭皮下転移の報告がある。転移

方式としては、1. 腫瘍血管や硬膜静脈を介した血行性転移 2. 神経根や硬膜に沿ったリンパ

行性転移 3. シャント行性転移 4. 手術による腫瘍細胞のdrop metastasis 等が考えられてい

る。稀ではあるが軟部組織に転移する可能性を踏まえて慎重な全身の観察が必要と考えられ

る。


